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建
設
部
・
水
道
課
関
係 

■
都
市
計
画
課 

　
都
市
計
画
道
路
・
太
田
川
口
線（
元
町

工
区
）
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
用
地
取
得
及
び
物
件
補
償
契
約
に
向

け
た
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
５
月
末
現
在

の
契
約
件
数
は
全
体
の
約
３
分
の
１
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
道
７
号
鷹
巣
大
館
道
路
（
日
沿
道)

に
つ
い
て
は
、
あ
き
た
北
空
港
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）〜
栄
間
の
19
年
度
事
業
化
が
決
定
し
、

５
月
中
旬
に
は
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、

地
権
者
や
地
区
住
民
に
対
す
る
事
業
計

画
及
び
調
査
・
測
量
に
係
る
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
住
生
活
基
本
計
画（
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
）
策
定
に
つ
い
て
は
、
５
月
10
日
に

市
民
代
表
、
行
政
職
員
等
か
ら
な
る
第
１

回
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
現
状
分
析
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
住
宅
・

住
環
境
の
課
題
等
を
協
議
し
て
い
ま
す
。 

 

■
建
設
課 

　
工
事
の
発
注
状
況
は
、
合
川
支
所
管
内

で
道
路
維
持
工
事
４
件
、
森
吉
支
所
管
内

で
道
路
新
設
改
良
工
事
１
件
、
阿
仁
支
所

管
内
で
小
様
三
枚
線
道
路
改
良
工
事
１

件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事

業
・
平
里
線
は
橋
梁
下
部
工
を
繰
越
工
事

と
し
て
施
工
し
、
５
月
末
に
完
成
し
ま
し

た
。
橋
梁
上
部
工
に
つ
い
て
は
、
年
度
内

に
新
し
い
橋
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

　
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
18
年
災

害
道
路
災
害
復
旧
工
事
３
件
、
河
川
災
害

復
旧
工
事
１
件
を
５
月
に
発
注
し
、
７
月

中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

■
下
水
道
課 

 

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
鷹
巣

処
理
区
に
お
い
て
、
４
月
１
日
に
太
田
地

区
及
び
掛
泥
地
区
の
一
部
18
・
５
ha
、
５

月
１
日
に
掛
泥
地
区
の
一
部
６
・
８
ha
の

供
用
を
開
始
。
ま
た
、
阿
仁
合
処
理
区
に

つ
い
て
は
、
４
月
１
日
に
湯
口
内
地
区
の

一
部
及
び
荒
瀬
地
区
の
一
部
10
・
６
ha
の

供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
に
お
け
る
工
事
に

つ
い
て
は
、
鷹
巣
処
理
区
に
お
い
て
今
年

度
整
備
予
定
地
区
の
太
田
地
区
の
一
部
、

太
田
屋
敷
後
地
区
、
高
野
尻
地
区
の
工
事

説
明
会
を
行
い
、
太
田
屋
敷
後
地
内
の
面

整
備
工
事
１
件
を
発
注
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
北
秋
田
市
生
活
排
水
処
理
整

備
基
本
構
想
策
定
業
務
」
委
託
を
発
注
し
、

今
年
度
内
に
新
た
な
整
備
構
想
を
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
す
。 

■
水
道
課 

 

旧
町
毎
に
運
用
し
て
お
り
ま
し
た
水
道

料
金
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
新
電
算
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
検
針
票
や
納
入
通
知
書
な

ど
を
統
一
し
、
４
月
分
か
ら
運
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。 

　
合
川
・
森
吉
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
は
、
昨
年
度
１
月
か
ら
３
月
ま

で
米
内
沢
地
区
右
岸
で
取
水
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
水
量
、
水
質
と
も
水
道
水

源
と
し
て
良
好
で
あ
る
た
め
、
森
吉
山
ダ

ム
完
成
ま
で
の
水
道
水
の
安
定
給
水
の

た
め
、
暫
定
取
水
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

消
防
本
部
関
係 

■
常
備
消
防 

　
市
内
に
お
け
る
平
成
19
年
１
月
か
ら

４
月
ま
で
発
生
し
た
災
害
件
数
は
火
災

11
件
。
内
訳
は
、
建
物
火
災
６
件
、
林
野

火
災
１
件
、
車
両
火
災
１
件
、
そ
の
他
火

災
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
火
災
で

は
住
家
全
焼
２
棟
、
部
分
焼
１
棟
、
非
住

家
全
焼
２
棟
、
部
分
焼
と
ぼ
や
が
１
棟
と

な
っ
て
い
ま
す
。
損
害
額
は
２
億
２
１
２

２
万
１
千
円
で
、
昨
年
同
期
件
数
で
３
件

の
増
、
損
害
額
で
は
１
億
２
４
０
６
万
２

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
救
急
救
助
件
数
は
、
救
急
が
４
１
４
件

で
昨
年
同
期
38
件
の
減
、
搬
送
人
員
は
３

８
８
人
で
し
た
。
ま
た
、
救
助
は
11
件
の

出
場
が
あ
り
、
そ
の
内
５
件
で
活
動
し
５

名
を
救
助
し
て
い
ま
す
。 

■
非
常
備
消
防  

　
春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
の
４
月
１
日
、

支
団
ご
と
に
一
斉
放
水
訓
練
、
消
防
車
に

よ
る
予
防
広
報
パ
レ
ー
ド
、
小
型
ポ
ン
プ

等
機
械
器
具
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
３
月
31
日
で
団
長
、
副
団
長
が
任
期
満

了
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
４
月
２
日
そ
れ

ぞ
れ
の
辞
令
交
付
式
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

教
育
委
員
会
関
係 

■
総
務
課 

　
16
期
目
と
な
る
長
期
山
村
留
学
「
ま
と

び
学
園
」
が
、
男
子
１
名
、
女
子
３
名
の

計
４
名
の
入
園
生
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

■
義
務
教
育
課 

　
平
成
19
年
度
市
立
小
中
学
校
、
幼
稚
園

の
入
学
・
入
園
式
が
４
月
４
日
か
ら
６
日

ま
で
に
行
わ
れ
、
幼
稚
園
５
人
、
小
学
校

２
８
３
人
、
中
学
校
３
３
５
人
の
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。
５
月
１
日
現
在
の
小
学

校
16
校
の
児
童
数
は
１
８
０
７
人
（
１
０

８
学
級
）、
中
学
校
（
５
校
）
の
生
徒
数
は

１
０
１
９
人
（
37
学
級
）
、
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

■
高
校
教
育
課  

　
４
月
６
日
、
19
年
度
合
川
高
等
学
校
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
入

生
は
、
普
通
科
29
人
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

19
人
、
介
護
福
祉
科
16
人
の
計
64
人
。
こ

れ
に
伴
い
５
月
１
日
現
在
の
生
徒
数
は

計
２
１
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
科
別
で
は

普
通
科
77
人
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
67
人
、

介
護
福
祉
科
66
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
18
年
度
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
で
は
、

介
護
福
祉
科
生
徒
25
人
が
受
験
し
、
１
次

筆
記
試
験
合
格
者
、
２
次
実
技
試
験
合
格

者
と
も
16 
人
で
64
・
０
％
の
合
格
率
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
平
均
50
・
４
％
を
大
幅

に
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

■
生
涯
学
習
課  

　
平
成
19
年
度
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
が
、
４
月
23
日
か
ら
国
指
定
史
跡
「
伊

勢
堂
岱
遺
跡
」
、
５
月
14
日
か
ら
「
森
吉

山
ダ
ム
周
辺
遺
跡
」
で
そ
れ
ぞ
れ
再
開
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
５
月
３
日
か
ら
伊
勢
堂
岱
遺
跡

で
は
、
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
始
ま
り
、
11

月
の
閉
鎖
ま
で
土
日
・
祝
日
の
見
学
者
に

対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

            

　
高
齢
者
大
学
は
、
高
鷹
大
学
３
３
６
人
、

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
92
人
、
森
吉
大
学

１
０
０
人
、
前
田
寿
大
学
73
人
、
阿
仁
生

き
活
き
大
学
50
人
、
計
６
５
１
人
の
受
講

生
を
迎
え
、
新
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

■
公
民
館  

　
19
年
度
の
定
期
講
座
は
、
今
後
開
催
さ

れ
る
予
定
の
講
座
も
含
め
、
中
央
公
民
館

及
び
鷹
巣
地
区
公
民
館
で
30
講
座
、
合
川

公
民
館
４
講
座
、
森
吉
・
前
田
公
民
館
７

講
座
、
阿
仁
公
民
館
で
は
11
講
座
の
合
計

52
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

　
４
月
21
日
、
第
45
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
２
０
６
人
が
参
加
、
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。 

　
４
月
18
日
、
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て

47
人
の
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
、
平
成
19

年
４
月
か
ら
21
年
３
月
末
ま
で
の
２
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
民
プ
ー
ル
の
19
年
３
月
末
ま
で
の

利
用
者
数
は
２
万
６
４
５
８
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
６
月
２
日
、
一
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
水
中
健
康
教
室
の
受
講

者
に
よ
る
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
親
子
水
中
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、

ボ
ー
ル
入
れ
競
技
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

■
国
体
推
進
室 

　
第
62
回
国
民
体
育
大
会
秋
田
わ
か
杉

国
体
の
開
催
に
向
け
た
19
年
度
国
体
北

秋
田
市
実
行
委
員
会
を
、
４
月
17
日
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。 

　
市
民
総
参
加
運
動
と
し
て
、開
催
１
０
０

日
前
イ
ベ
ン
ト
を
６
月
３
日
の
「
も
ち
っ

こ
祭
り
」
会
場
で
開
催
、
市
内
保
育
園
児

に
よ
る
「
ス
ギ
ッ
チ
ダ
ン
ス
」
な
ど
で
、

国
体
開
催
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

             

　
山
岳
競
技
関
係
で
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ボ
ー
ド
が
５
月
18
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
６
月
８
日
・
９

日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
縦
走
競
技
は
森
吉

山
特
設
コ
ー
ス
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は

森
吉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
会
場
に
、
４
種
目

総
勢
80
人
の
参
加
選
手
に
よ
る
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
宿
泊
関
係
で
は
、
合
川
・
阿
仁
地
区
の

民
泊
協
力
会
と
民
泊
実
施
計
画
に
つ
い

て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
細
部
に
わ
た

る
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
受
入
れ
態
勢
の

充
実
を
図
る
た
め
、
６
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
調
理
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
19
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
４
日
に
開
会
、21
日
ま
で
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。議
会
初
日
に
は
、行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、ま

た
13
日
、14
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
後
、各
常
任
委
員
会
で
付

託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
「
市
民
プ
ー
ル
条
例
改
正

案
」
を
除
く
39
件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。前
号
に
続
き
６
月
定
例
議
会

の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

６
月
定
例
議
会

行

政

報

告

（２）
▲５月１０日、市民代表、行政職員からなる
「住生活基本計画策定委員会」がスタート 

▲今年度の活動が始まった伊勢堂岱遺跡
ワーキンググループボランティアガイド 

▲国体１００日前イベントでわか杉国体を
ＰＲ（ふるさと踊りと餅っこ祭り会場で） 

６月定例議会行政報告（その２） 
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に
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術
を
競
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２
種
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競
う

全
国
か
ら

全
国
か
ら
80
選
手
が
集
結
、

選
手
が
集
結
、２
種
目
に
体
力
と
技
術
を
競
う

２
種
目
に
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力
と
技
術
を
競
う

全
国
か
ら
80
選
手
が
集
結
、２
種
目
に
体
力
と
技
術
を
競
う

平成19年開催　君のハートよ位置につけ 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング、山岳、アーチェリーの会場です 

　
第
62
回
国
民
体
育
大
会（
秋
田

わ
か
杉
国
体
）山
岳
競
技
の
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
が
６
月
９
日
、
森
吉

地
区
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

参
加
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
「
縦

走
（
じ
ゅ
う
そ
う
）
」
と
「
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
」
の
２
種
目
で
体
力

と
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

▲力強く宣誓する畠山陽輔選手 ▲選手の頑張りに歓声が沸く会場 

縦
　
走
　
競
　
技

縦
　
走
　
競
　
技 

縦
　
走
　
競
　
技 

▲壁の上部は勾配があり選手を苦しめる ▲最後の力を振り絞りゴールまであと少し 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技 

第62回国民体育大会山岳競技 
開催期間　平成19年９月30日（日）～10月２日（火）の３日間 

会　　場　森吉山特設コース（縦走競技） 森吉スポーツ公園（クライミング競技） 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
最
後
と
な
り
、
そ
の
幕

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
「
山
岳
縦
走
競
技
」
は
、

定
め
ら
れ
た
重
量（
１
７
〜
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
）の

ザ
ッ
ク
を
背
負
い
な
が
ら
、
登
山
道
等
を
走
破

し
て
そ
の
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
で
す
。 

　
会
場
は
、
森
吉
ス
キ
ー
場
の
滑
走
路
を
中
心

と
し
た
リ
フ
ト
山
頂
駅
舎
付
近
ま
で
の
「
登
坂

コ
ー
ス
」
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の

延
長
は
７
・
２
㎞
で
、
標
高
差
が
約
６
０
０
ｍ

も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
曇
り
空
に
時
折
雨
が
こ
ぼ
れ
る

天
気
。
成
年
男
子
・
少
年
男
子
の
午
前
10
時
30

分
の
ス
タ
ー
ト
を
皮
切
り
に
４
種
目
の
レ
ー
ス

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
周
辺
の
コ
ー

ス
を
回
っ
た
後
に
、
こ
め
つ
が
山
荘
を
経
由
し

て
ス
キ
ー
場
滑
走
コ
ー
ス
へ
と
展
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
徐
々
に
そ
の
角
度
を
増
す
上
り
勾
配
が

難
所
と
な
り
、
参
加
選
手
を
苦
し
め
ま
し
た
。 

　
息
を
切
ら
し
、
苦
し
さ
に
あ
え
ぐ
選
手
た
ち

を
励
ま
し
て
く
れ
た
の
は
、
コ
ー
ス
途
中
の
「
給

水
」
「
通
過
確
認
」
を
主
と
し
た
地
元
森
吉
地

域
住
民
が
主
体
の
大
会
役
員
ら
。「
が
ん
ば
れ
」

「
水
を
や
る
ぞ
」
「
ラ
ス
ト
だ
。
も
う
一
息
だ
」

等
々
の
熱
き
声
援
・
励
ま
し
の
声
が
こ
だ
ま
し

ま
し
た
。 

　
森
吉
山
森
吉
ス
キ
ー
場
周
辺
に
設
置
さ
れ
た

特
設
競
技
場
を
会
場
に
行
わ
れ
た
縦
走
競
技
は
、

コ
ー
ス
を
決
め
ら
れ
た
重
さ
の
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
山
を
駆
け
上
が
る
速
さ
を
競
う
も
の
。
世
界

で
は
、「
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
」
と
し
て
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は
、
高
さ
15
ｍ
も

の
人
口
の
登
は
ん
壁
を
登
り
、
規
定
時
間
で
到

達
す
る
高
度
を
競
う
種
目
で
、
森
吉
ス
ポ
ー
ツ

公
園
内
の
同
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
体

本
番
で
の
山
岳
競
技
は
、
成
年
男
女
・
少
年
男

女
と
も
に
、
県
別
に
３
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
る

団
体
競
技
。
３
人
の
う
ち
、
縦
走
専
門
の
選
手

が
１
人
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
専
門
の
選
手
が
１
人
、

縦
走
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
両
方
に
出
場
す
る
選
手

が
１
人
の
チ
ー
ム
構
成
と
な
り
ま
す
。 

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
縦
走
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

と
も
す
べ
て
個
人
競
技
。
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の

は
、
縦
走
競
技
で
は
成
年
男
子
に
40
人
、
成
年

女
子
７
人
、
少
年
男
子
８
人
、
少
年
女
子
２
人

の
計
58
人
。
ま
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
成
年
男
子
８
人
、
女
子
５
人
、
少
年

男
子
６
人
、
女
子
４
人
の
計
22
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
。 

　
秋
田
県
か
ら
は
、
縦
走
競
技
に
11
人
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
競
技
に
８
人
。
う
ち
北
秋
田
市
か
ら

は
縦
走
・
成
年
男
子
に
野
呂
康
一
さ
ん（
鷹
巣
・

石
巻
岱
）、
成
年
女
子
に
吉
田
麻
衣
子
さ
ん（
合

川
・
川
井
）
が
出
場
し
、
全
国
の
強
豪
と
競
い

合
い
ま
し
た
。 

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は
、
森
吉
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
に
作
ら
れ
た
、
約
15
ｍ
の
人
口
の
壁
を
「
ホ
ー

ル
ド
」
と
い
う
手
が
か
り
、
足
が
か
り
を
利
用

し
て
よ
じ
登
り
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
到
達
高

度
を
競
い
ま
す
。 

　
競
技
中
は
、
ザ
イ
ル（
命
綱
）で
選
手
を
確
保

し
て
い
る
た
め
落
下
し
て
も
安
全
で
す
が
、
観

客
は
「
落
ち
る
、
落
ち
る
、
」
と
ハ
ラ
ハ
ラ
・

ド
キ
ド
キ
。
ど
の
ル
ー
ト
を
登
る
か
の
判
断
力

が
勝
敗
の
カ
ギ
と
な
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
競
技
で

す
。
施
設
は
、
１
つ
が
幅
４
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

15
ｍ
の
巨
大
な
４
基
の
人
口
壁
。
選
手
に
と
っ

て
は
高
く
な
る
ほ
ど
勾
配
が
き
つ
く
な
り
、
体

力
と
と
も
に
判
断
力
が
勝
負
を
分
け
ま
す
。 

　
会
場
に
は
、
観
覧
席
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
の
大
テ
ン
ト
に
２
０
０
人
ほ
ど
の
観
客
が

集
ま
り
ま
し
た
。
選
手
が
最
高
点
ま
で
登
り
き

ろ
う
と
す
る
と
「
お
ー
」
、
ま
た
惜
し
く
も
落

下
す
る
と
「
あ
ー
‥
」
と
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
ス
リ
リ
ン
グ
な
競
技
の
観
戦
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 
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　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ

■
投
票
日
・
投
票
時
間 

▽
投
票
日
／
平
成
19
年
７
月
29
日
︵
日
︶ 

▽
投
票
時
間
／
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
　 

 

　
投
票
は
、
市
内
62
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
で
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が

１
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後
７
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
次
の
投
票
区
で
は
さ
ら
に
１
時

間
繰
り
上
げ
、
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

▼
鷹
巣
地
区
　
田
子
ヶ
沢
、
岩
谷
、
黒
沢
、

坊
山
、
葛
黒
、
竜
森
、
明
利
又 

▼
合
川
地
区
　
三
里
、
三
木
田
、
鎌
沢
、
杉

山
田 

▼
森
吉
地
区
　
浦
田
、
桂
瀬
、
前
田
、
小
又
、

新
屋
布
、
五
味
堀
、
巻
渕 

▼
阿
仁
地
区
　
三
枚
、
吉
田
、
水
無
、
銀
山
、

荒
瀬
、
伏
影
、
根
子
、
比
立
内
、
中
村 

■
投
票
所
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す 

　
前
回
４
月
の
県
議
選
か
ら
、
次
の
投
票

区
の
投
票
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
変

更
と
な
っ
た
地
区
の
方
々
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
後
日
お

送
り
す
る
投
票
所
入
場
券
を
確
認
の
う
え
、

変
更
後
の
投
票
所
で
投
票
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

▼
鷹
巣
第
３
投
票
区 

　
↓
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
前
田
投
票
区 

　
↓
前
田
保
育
園 

■
投
票
で
き
る
方 

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
昭
和
62
年
７
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方 ②
平
成
19
年
４
月
11
日
以
前
か
ら
北
秋
田

市
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方 

※
平
成
19
年
４
月
12
日
以
降
に
北
秋
田
市

に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
は
、
転
入
前
の
市

町
村
で
投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
大
学
進
学
や
就
職
等
に
よ
り
、
北

秋
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
、
実
際
に

は
他
の
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
投
票

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
投
票
日
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
期
日

前
投
票
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す 

▽
期
日
前
投
票 

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を
得

な
い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣
誓

書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
「
投
票
日

当
日
に
投
票
で
き
な
い
理
由
」
を
記
入
し

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
投
票
す
る
と
き
に
満
20
歳
に
な
っ

て
い
な
い
と
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
誕
生
日
が
昭
和
62
年
７
月
15
日
〜
30

日
生
ま
れ
の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
選

挙
管
理
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▽
不
在
者
投
票 

　
仕
事
や
旅
行
、
住
所
移
転
等
で
選
挙
期

間
中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
出
向
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
は
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
「
期

日
前
・
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」

に
連
絡
先
等
を
記
入
の
う
え
、
封
書
で
選

挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
の
郵
送
手
続
き
に

日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た
病

院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す 

　
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
な
ど
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所 

　
平
成
19
年
７
月
13
日
︵
金
︶
か
ら

　
平
成

19
年
７
月
28
日
︵
土
︶
ま
で 

▽
北
秋
田
市
役
所
本
庁
３
階
第
３
会
議
室

　
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で 

▽
合
川
支
所
、
森
吉
支
所
、
阿
仁
支
所
、
前

田
出
張
所
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

ま
で（
た
だ
し
、
前
田
出
張
所
は
７
月
23
日

か
ら
７
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。） 

■
投
票
の
種
類 

　
投
票
は
２
種
類
行
い
ま
す
。 

【
参
議
院
秋
田
県
選
出
議
員
選
挙
】 

　
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】 

　
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
候
補
者
の
氏

名
か
、
名
簿
を
届
け
出
て
い
る
政
党
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
入
場
券
は
間
も
な
く
お
送
り
し
ま
す 

　
投
票
所
入
場
券
は
７
月
10
日
頃
に
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
も
入
場
券

は
ハ
ガ
キ
と
し
、
個
人
ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。 

　
も
し
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
開
票
は
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す 

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、
投
票
日
当
日

の
午
後
８
時
15
分
か
ら
北
秋
田
市
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
駐
車
場
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
自
動
車
で
の
ご
来
場
は
で
き
る
だ

け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

  

国
政
国
政
も

あ
な
た
が
主
役

あ
な
た
が
主
役
の

そ
の
一
票

そ
の
一
票

国
政
も

あ
な
た
が
主
役
の

そ
の
一
票

非拘束名簿式比例代表の投票

○本○郎 ○△党 

候補者名 政党名 書いて投票 または を 

投
票
箱 

２9
７

（日）２9
７

（日）

投票日は
忘れずに
投票しよう！

北秋田市選挙管理委員会

北秋田市明るい選挙推進協議会

◎
お
問
い
合
わ
せ 

 

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
62-

６
６
１
４ 
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胡
桃
館
遺
跡
合
同
調
査
始
ま
る

市
教
委
・
奈
良
文
化
財
研
究
所

新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
か

新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
か

赤外線カメラを用いて墨書を確認する研究員 文字が書かれた木簡 

■
日
本
の
﹁
ポ
ン
ペ
イ
﹂
？
胡
桃
館
遺
跡 

　
平
安
時
代
（
今
か
ら
千
年
前
）
の
建
物

が
そ
の
ま
ま
発
掘
さ
れ
た
こ
と
で
話
題
に

な
り
ま
し
た
。 

　
発
見
は
昭
和
38
年
、
現
在
の
鷹
巣
中
学

校
の
野
球
場
を
整
備
し
て
い
た
時
に
、
木

柱
を
発
見
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
当
時
の
鷹
巣
農
林
高
校
の
教
師
だ

っ
た
冨
樫
泰
時
氏
（
元
秋
田
県
立
博
物
館

長
）
が
配
水
路
か
ら
建
物
の
一
部
が
突
き

出
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
遺
跡
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
発
掘
は
昭
和
42
年
か
ら
３
年
間
行
わ
れ
、

４
棟
の
建
物
跡
と
そ
の
周
り
を
囲
む
柵
跡

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
建
物
は
西
暦
９
１
５
年
に
十
和

田
火
山
（
現
在
の
十
和
田
湖
）
が
噴
火
し
、

そ
の
シ
ラ
ス
洪
水
で
埋
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
大
噴
火
で
埋
ま
っ

た
イ
タ
リ
ア
の
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
に
例
え
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

■
調
査
の
内
容 

　
今
年
の
調
査
は
３
つ
の
方
法
で
行
わ
れ 

て
い
ま
す
。 

①
木
材
の
実
測 

　
建
物
に
使
わ
れ
て
い
る
木
材
を
一
つ
ず

つ
実
測
し
、
木
材
が
ど
ん
な
形
を
し
て
い

る
か
、
調
べ
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
か
ら
は
、
千
年
前
の
人
々
が

ど
の
よ
う
に
杉
を
切
り
出
し
、
運
び
、
建

物
を
建
て
た
の
か
、
明
ら
か
に
な
る
わ
け

で
す
。 

　
林
業
が
盛
ん
な
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

木
材
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
調

査
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

②
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
墨
書
の
有
無 

　
胡
桃
館
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
３
点

の
木
簡
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
つ
は
、
建
物
の
扉
に
書
か
れ
た
、「
お

経
を
よ
ん
だ
記
録
」
。
２
点
目
は
、「
建
」

と
書
か
れ
た
も
の
、
そ
し
て
、
３
つ
目
は

「
米
に
関
す
る
帳
簿
」
で
す
。 

　
特
に
３
つ
め
の
木
簡
は
、
奈
文
研
が
解

読
し
た
も
の
で
、「
玉
作
」「
伴
」
な
ど
、

こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
人
々

の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
、
全
国

ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
調
査
で
は
、
３
０
０
点
以
上
も

あ
る
木
材
す
べ
て
を
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
調

べ
る
予
定
で
す
。 

③
年
輪
年
代
測
定 

　
奈
文
研
が
行
う
最
先
端
の
研
究
分
野
に
、

年
輪
年
代
測
定
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
。

樹
木
の
年
輪
の
幅
を
一
層
ず
つ
正
確
に
測

る
こ
と
で
、
木
の
切
ら
れ
た
年
代
や
そ
の

木
が
使
わ
れ
た
時
代
を
推
測
す
る
手
が
か

り
が
得
ら
れ
ま
す
。
奈
文
研
が
こ
の
研
究

方
法
を
利
用
し
た
法
隆
寺
建

築
年
代
や
、
弥
生
時
代
の
年

代
に
関
す
る
成
果
は
大
変
注

目
を
集
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
年
輪
年
代
測
定
で
胡

桃
館
遺
跡
の
建
物
に
使
わ
れ

た
木
材
を
切
り
出
し
た
年
が

明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

■
今
後
の
調
査
に
つ
い
て 

　
奈
良
や
京
都
の
神
社
・
仏

閣
を
除
い
て
、
千
年
前
の
建

物
が
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、

平
安
京
（
千
年
前
の
都
）
か
ら
遠
く
離
れ
た
、

こ
の
土
地
に
、
校
倉
造（
あ
ぜ
く
ら
づ
く
り)

と
い
う
高
度
な
技
術
で
建
物
が
造
ら
れ
た

と
い
う
記
録
は
、
歴
史
に
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

　
市
教
委
で
は
、
縄
文
時
代
後
期
（
約
４
千

年
前
）の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
、

地
域
の
文
化
財
の
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
こ

の
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
大
切
に
保

存
し
、
後
世
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
鷹
巣
中
学
校
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
て

い
る
胡
桃
館
遺
跡
収
蔵
庫
で
の
調
査
は
、

今
年
の
末
ま
で
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
ま
と

ま
っ
た
調
査
結
果
を
報
告
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
胡
桃
館
遺
跡
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
�
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遺跡収蔵庫から屋外に出して行われた長さ約１２ｍの建物基礎部分の計測調査。 

遺跡は、約１千年前の平安時代に埋没したといわれています。 

建
築
遺
材
の
年
輪
年
代
測
定
、
墨
書
の
有
無
な
ど ★

胡桃館遺跡合同調査 

木材の年輪 

１千年前の加工跡が見られる木材の側面 

出土した建物跡等の配置図 

遺跡発掘当時（昭和遺跡発掘当時（昭和４２年頃）２年頃） 遺跡発掘当時（昭和４２年頃） 
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提
案
型
特
産
品
第
１
弾
が
商
品
化

工
芸
品
・
菓
子
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ

痛みの外来始めました
ペインクリニック

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は 

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
す
る
医
師
は 

　
　
麻
酔
科
の
医
師
で
す 

と
く
に
痛
み
の
外
来
で
は 

　
　
漢
方
薬
を
多
く
使
い
ま
す 

治
療
方
法
は
主
と
し
て
注
射
で
す 

〜公立米内沢総合病院〜
　
市
の
物
産
振
興
事
業
「
北
秋
田
市
提
案
公
募
型
特

産
品
活
性
化
推
進
事
業
」
で
採
択
さ
れ
た
事
業
の
完

成
品
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
６
月
７
日
、
市
役
所

分
庁
舎
で
行
わ
れ
、
３
事
業
者
が
新
た
に
開
発
・
生

産
す
る
商
品
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。  

＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊ 

　
こ
の
事
業
は
、
市
で
産
出
さ
れ
る
原
材
料
や
資
源

等
を
活
か
し
、
創
意
工
夫
に
よ
り
特
産
品
を
創
出
し

た
事
業
者
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
昨
年
度
新
規

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
補
助
対
象
経
費
は
、
研
究
開

発
費
や
事
務
費
、
委
託
費
な
ど
で
、
補
助
率
は
２
分

の
１
、
上
限
は
50
万
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
18
年
度
申
請
が
あ
っ
た
の
は
、
５
団
体
・
法

人
。
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
専
門
家
な
ど
に
よ
る
審

査
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
こ
の
う
ち
草
木
染
加

工
開
発
事
業
に
取
り
組
む
「
こ
と
む
工
房（
畠
山
好

子
代
表
）」、
木
の
実
「
こ
は
ぜ
」
を
活
用
し
た
鷹
松

堂（
湊
屋
啓
二
代
表
）の
「
こ
は
ぜ
菓
子
プ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
事
業
」、
秋
林
商
店（
秋
林
仁
悦
代
表
）の
清

酒
『
安
の
滝
』
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
事
業
」
の
３

つ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
各
事
業
者
が
国
体

で
の
販
売
な
ど
を
想
定
し
た
商
品
の
特
徴
を
Ｐ
Ｒ
。 

　「
こ
と
む
工
房
」
は
、
廃
れ
つ
つ
あ
っ
た
秋
田
伝

統
の
草
木
染
め
「
秋
田
八
丈
」
の
製
品
開
発
に
取
り

組
み
、
地
元
か
ら
採
れ
る
植
物
で
染
め
た
反
物
の
ほ

か
、
生
地
を
使
っ
た
名
刺
入
れ
や
め
が
ね
ケ
ー
ス
、

ペ
ン
ケ
ー
ス
な
ど
の
袋
物（
小
物
）を
製
作
し
ま
し
た
。 

　
菓
子
店
・
鷹
松
堂
は
、
寒
天
を
使
っ
た
「
深
山
の

雫
」
と
皮
と
あ
ん
に
「
山
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」
と
言

わ
れ
て
い
る
果
実
の
『
こ
は
ぜ
』
入
れ
た
餅
菓
子
の

２
種
類
を
開
発
。 

　
ま
た
秋
林
商
店
は
、
既
存
の
清
酒
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
、
阿
仁
地
区
の
名
瀑
「
安
の
滝
」
の
写
真
を
中
心

に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
県
外
な
ど
か
ら
の
来
訪
者
な
ど

に
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
一
新
し
ま
し
た
。 

　
本
事
業
は
今
年
度
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
申
請
期
限

は
７
月
31
日
。
お
問
合
せ
は
次
ま
で
。 

■
市
産
業
部
商
工
観
光
課
　
�
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　平成１９年４月に開設した北秋田市障害者生活支

援センターについて、障害者支援の拠点として市民

に広く周知するとともに、誰もが親しみやすい施設

としてより有効に利用していただくことを目的とし

て愛称を募集します。 

■募集期間　 

　平成１９年７月２日（月）～７月２７日（金） 

■応募資格等　▽応募資格は問いません▽応募作品

は自作の未発表のもので、第三者の権利を侵害しな

いものに限ります▽同一人の応募は２作品まで 

■応募方法　応募は、ハガキ等に「愛称」とその「説

明（理由）」のほか、氏名・住所・年齢・性別・職業・

電話番号を記入し、持参又は郵送、ファクスで提出

してください。電話での受付はいたしません。 

※応募用紙は福祉事務所及び各支所に置いています。 

■賞　採用作品応募者に賞状と記念品を贈ります。

同名多数の場合は抽選により決定します 

■発　表　広報きたあきた及び北秋田市ホームペー

ジにより発表します。また採用作品応募者には別途

通知いたします 

■その他　▽採用作品は、同センターの看板、パン

フレット等に利用します▽採用作品に関する一切の

権利は、北秋田市に帰属することとします▽応募作

品は、補作、修作する場合があります▽応募作品は

返却しません▽応募に係る個人情報については、愛

称募集に係る事項以外には使用しません 

■応募・お問い合せ先 

　〒018-3392　北秋田市花園町19番１号 

　北秋田市福祉事務所　福祉課「北秋田市障害者生

活支援センター愛称募集係」 

　�６２-１１１３　 　６２-４２９６ 

北秋田市障害者生活支援センター愛称募集◇◇◇◇ ◇◇◇◇

　「ことむ工房」が商品
化した秋田八丈の製品 

▲
 

▲
 

　鷹松堂の「こはぜ」を
使った寒天菓子と餅菓子 
▲ 

　清酒「安の滝」の魅
力を高めた新しいパッ
ケージ 

み
や
ま 

し
ず
く 

す
た 

市
　
長
　
日
　
誌 

市
　
長
　
日
　
誌 

６/１ 
 

６/15
〜 

３
日
（
日
） 

 

４
日
（
月
） 

５
日
（
火
） 

 

６
日
（
水
） 

  

７
日
（
木
） 

８
日
（
金
） 

  

９
日
（
土
） 

13
日
（
水
）

14
日
（
木
）

15
日
（
金
） 

一
日
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
街
頭
宣
伝
を
実
施 

第
23
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
出
席 

北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
） 

地
方
分
権
改
革
推
進
全
国
大
会
及
び
県
選
出
国
会
議
員

に
対
す
る
要
望
行
動
に
参
加 

第
77
回
全
国
市
長
会
議
通
常
総
会
に
出
席 

平
成
19
年
度
医
家
市
長
医
政
推
進
会
議
に
出
席 

秋
田
の
旅
情
報
発
信
交
流
会
「
食
の
国
あ
き
た
交
流
会
」
に
出
席 

企
業
誘
致
活
動
の
た
め
企
業
を
訪
問 

森
吉
山
通
年
観
光
対
策
協
議
会
役
員
会
及
び
総
会
に
出
席 

秋
田
わ
か
杉
国
体
山
岳
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
会
式
に
出
席 

鷹
巣
医
師
団
定
例
医
談
会
に
出
席 

平
成
19
年
夏
巡
業
大
相
撲
北
秋
田
場
所
拡
大
実
行
委
員
会
に
出
席 

北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
） 

北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
） 

北
秋
田
市
３
商
工
会
合
併
調
印
式
に
出
席 

　
痛
み
の
外
来
は
、
麻
酔
科
の
鈴
木
紀
行
副
院

長
の
提
案
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
内
容
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

   

　
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
聞
き
な
れ
な
い
言

葉
で
し
ょ
う
ね
。
ペ
イ
ン
は
英
語
で
痛
み
を
意

味
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
診
察
室
を
意
味
す
る
も

の
で
す
の
で
、「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
「
痛

み
の
外
来
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
で
は
、
何
を
扱
う
科
な
の
か
と
言
い
ま
す
と
、

頭
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
、
主
と
し
て
痛
み
、

し
び
れ
、
ま
ひ
、
違
和
感
な
ど
の
異
常
な
感
覚

の
あ
る
も
の
す
べ
て
に
対
処
す
る
科
で
す
。 

　
例
と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
神
経
痛
、
頭
痛
、
顔

面
の
痛
み
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
関
節
痛
、
足

の
む
く
み
、
傷
の
痛
み
、
が
ん
の
痛
み
、
原
因

不
明
の
痛
み
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
痛
み
苦
し
み
な

ど
に
対
応
し
ま
す
。
普
通
、
頭
痛
は
脳
外
科
、

お
な
か
が
痛
い
と
内
科
、
腰
が
痛
い
、
膝
が
痛

い
と
整
形
外
科
な
ど
と
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

都
会
の
大
き
な
病
院
で
は
必
ず
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
あ
り
、
各
科
で
対
応
で
き
な
け
れ
ば
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
出
番
と
な
り
ま
す
。 

 

　 

 

　
痛
み
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
神
経
な
ど
に
い

ろ
い
ろ
な
や
り
方
で
注
射
を
し
て
痛
み
を
軽
く

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ほ
か
に
も
消
炎

鎮
痛
剤
、
血
管
拡
張
剤
、
う
つ
病
の
薬
、
漢
方

薬
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
痛
み
や
し
び
れ
そ
の

も
の
と
同
時
に
体
調
を
悪
く
し
て
い
る
原
因
を

取
り
除
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

   

　
元
来
、
手
術
で
は
大
き
な
傷
を
伴
い
ま
す
が
、

傷
の
痛
み
や
い
ろ
い
ろ
な
刺
激
が
身
体
を
襲
っ

て
く
る
と
こ
ろ
を
麻
酔
を
か
け
て
防
ぐ
こ
と
が

麻
酔
科
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
発

展
さ
せ
て
意
識
の
あ
る
人
の
痛
み
に
対
処
で
き

な
い
か
と
言
う
発
想
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
現
代
で
は
、
高
齢
化
社
会
で
も
あ
り
、
痛
み

の
あ
る
患
者
さ
ん
は
非
常
に
多
い
の
で
す
。
特

に
問
題
な
の
は
慢
性
の
痛
み
を
訴
え
る
患
者
さ

ん
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
痛
み
な
ど

に
よ
っ
て
社
会
生
活
が
ま
ま
な
ら
な
い
患
者
さ

ん
の
痛
み
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い

に
し
て
も
、
軽
く
し
て
さ
し
あ
げ
て
、
生
活
の

向
上
を
目
指
す
の
が
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。 

　 

  

　
シ
ッ
プ
や
飲
み
薬
し
か
も
ら
っ
て
な
い
と
い

う
方
や
、
体
の
調
子
が
悪
く
局
所
の
痛
み
も
あ

る
、
足
が
む
く
ん
で
膝
も
痛
い
な
ど
と
い
う
方

に
は
非
常
に
良
く
効
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
ガ
ン
患
者
さ
ん
で
も
う
手

術
は
し
た
、
放
射
線
も
か
け
た
、
薬
も
飲
ん
で

い
る
け
ど
ど
う
も
具
合
が
悪
い
、
あ
る
い
は
不

安
だ
と
言
う
方
に
は
痛
み
以
外
で
も
相
談
に
乗

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
北
秋
田
市
に
は
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
で
き

る
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
も
痛
み

が
治
ら
な
い
、
苦
し
い
、
何
と
か
し
た
い
け
ど
、

な
か
な
か
よ
く
な
ら
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
痛
み
の
外

来
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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３
商
工
会
合
併
へ
組
織
一
本
化
目
指
す 

　
市
内
３
商
工
会
（
鷹
巣
町
・
合
川
町
・
阿
仁
森
吉)

の
合
併
に
関
す
る
基
本
協
定
調
印
式
が
６
月
15
日
に

ホ
テ
ル
松
鶴
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
調
印
式
の
前
に
行
わ
れ
た
北
秋
田
市
地
区
商
工
会

合
併
推
進
協
議
会
で
は
、
会
長
に
伊
藤
公
夫
鷹
巣
町

商
工
会
長
を
選
任
し
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

決
定
し
ま
し
た
。 

　
調
印
式
で
は
、
伊
藤
会
長
が
「
本
当
の
合
併
協
議

は
こ
れ
か
ら
。
合
併
実
現
に
向
け
て
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
３
商
工
会
長
が
協
定
書
に
調

印
の
あ
と
、
岸
部
市
長
も
含
め
４
人
で
合
併
に
向
け

固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
協
議
を
重
ね
来
年
４
月
の
合
併
を
目
指
す

予
定
で
す
。 

〜
合
併
に
関
す
る
基
本
協
定
書
調
印
式 

〜
国
体
民
泊
衛
生
・
調
理
講
習
会
開
催 

　
６
月
20
日
、
阿
仁
地
区
民
泊
協
力
会
の
調
理
班
を

対
象
に
、
衛
生
講
習
と
調
理
講
習
が
ふ
る
さ
と
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
衛
生
講
習
で
は
、
北
秋
田
保
健
所
か
ら
講
師
を
招

き
、
食
材
・
調
理
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
食
事
を
提

供
す
る
際
の
細
か
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
引
き
続

き
行
わ
れ
た
調
理
講
習
で
は
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
ま

ご
こ
ろ
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
６
品
目
を
選
び
、
栄
養

量
が
管
理
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
あ
っ
て
正
確
に
計
量

し
た
あ
と
手
際
よ
く
調
理
を
行
い
ま
し
た
。 

　
阿
仁
地
区
で
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
に
参
加
す
る

選
手
等
約
１
１
０
名
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
、
最
良

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
活
躍
で
き
る
よ
う
講
習
を
繰

返
し
本
番
に
臨
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

ま
ご
こ
ろ
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し 

▲来年４月の合併に向けて合併協議が本格的に 

スタート 

▲衛生管理について講習を受ける調理班の皆さん 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を 

〜
ご
み
を
活
か
す
合
川
地
区
市
民
会
議 

　
ご
み
を
活
か
す
合
川
地
区
市
民
会
議
（
伊
東
和
子

会
長
）
の
19
年
度
総
会
が
６
月
６
日
、
合
川
支
所
で

開
催
さ
れ
、
会
員
や
関
係
者
な
ど
約
60
人
が
出
席
し
、

今
年
度
の
活
動
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
伊
東
会
長
が
「
環
境
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
ご
み
の
減

量
、
分
別
、
資
源
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
目
的
と

し
て
会
が
発
足
し
た
。
地
域
総
ぐ
る
み
の
活
動
は
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
も
充
実
し
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
今
年
度
は
、
例
年
行
っ
て
い
る
ご
み
の
減
量
化
な

ど
啓
発
活
動
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
他
、
買
物
の
マ

イ
バ
ッ
ク
持
参
の
推
進
、
国
体
の
環
境
美
化
活
動
へ

の
協
力
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

▲行政、住民、学校、事業所と総ぐるみの活動を 
展開するごみを活かす合川地区市民会議 

レ
ベ
ル
向
上
を
目
指
し
合
同
訓
練 

〜
第
６
回
消
防
救
助
技
術
交
流
会 

　
大
館
・
能
代
・
北
秋
田
の
消
防
隊
員
が
消
防
救
助

技
術
を
競
う
「
平
成
19
年
度
消
防
技
術
交
流
会
」
が

６
月
12
日
、
東
中
岱
の
北
秋
田
市
消
防
署
訓
練
場
で

開
か
れ
、
消
防
救
助
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
が
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
安
全
、
確
実
、
迅
速
を
基
本
と
し
て
「
ロ
ー

プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」
、「
ほ
ふ
く
救
助
」
、「
ロ
ー
プ
応

用
登
は
ん
」、「
引
揚
げ
救
助
」
な
ど
４
種
目
で
個
人

と
チ
ー
ム
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
12
人
の
隊
員
た
ち
は
、
気
温
が
30
度
近

く
ま
で
上
昇
す
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
瞬
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
真

剣
に
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

合
川
地
区
の
戦
没
者
追
悼
式
が
６
月
20
日
、
遺
族

や
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
出
席
し
、
大
野
台
ハ
イ
ラ

ン
ド
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
追
悼
式
で
は
、
松
橋
茂
合
川
遺
族
会
会
長
が
「
戦

争
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
、
我
が
国
は
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
戦
火
の
中

で
逝
か
れ
た
英
霊
の
無
念
の
心
情
が
あ
り
、
私
達
の

心
に
深
い
教
訓
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
が
過
半
数
を
占
め
る
中
で
、
戦
争
の
悲
し

さ
と
命
の
尊
さ
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
恒
久
平
和
の

願
い
が
届
く
よ
う
新
た
な
る
祈
り
を
捧
げ
ま
す
」
と

誓
い
ま
し
た
。 

　
合
川
地
区
で
は
、
３
５
９
柱
の
御
尊
名
が
、
大
野

台
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
一
角
に
建
立
さ
れ
て
い
る
平
和
観

音
像
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

〜
合
川
地
区
戦
没
者
追
悼
式 

恒
久
平
和
の
誓
い
新
た
に 

〜
前
田
保
育
園
親
子
遠
足 

 

６
月
16
日
、
前
田
保
育
園（
松
橋
多
美
子
園
長
）の

園
児
と
そ
の
父
母
ら
が
内
陸
線
を
利
用
し
て
遠
足
に

出
か
け
ま
し
た
。 

　
遠
足
に
は
、
約
１
２
０
名
が
参
加
。
阿
仁
前
田
駅

か
ら
乗
車
し
阿
仁
合
駅
ま
で
の
区
間
を
、
親
子
で
車

窓
を
眺
め
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
行
気
分
。
下
車

後
、
遠
足
先
の
河
川
公
園
へ
徒
歩
で
向
か
い
、
お
と

う
さ
ん
が
先
生
に
な
っ
て
の
紙
飛
行
機
を
作
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
楽
し
み
の
お
昼
ご
飯
は
お
か
あ
さ
ん
が
作
っ
た
弁

当
を
美
味
し
く
食
べ
て
、
園
児
の
皆
さ
ん
は
満
足
そ

う
な
笑
顔
で
親
子
の
会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
内
陸
線
の
旅
と
阿
仁
の
自
然
の
中
で
親
子
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
遠
足
と
な
り
ま
し
た
。 

内
陸
線
で
出
か
け
よ
う 

▲水平に張られた延長20ｍのロープ上を進む 
「ロープブリッジ渡過」 

▲内陸線でGO！旅行気分で笑顔が溢れる車内 

▲冥福を祈り献花する戦没者家族の皆さん 
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平
成
７
年
度
に
発
見
さ
れ
て
以
来
、
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
き
た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
。
同
遺
跡
は
、
複
数
の
環

状
列
石
な
ど
を
持
つ
貴
重
な
縄
文
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
13
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
国
指
定
史
跡
と
し
て
整
備
を
進
め
る
た
め
、

平
成
17
年
度
か
ら
３
ヵ
年
計
画
で
指
定
範
囲
の
土
地
取

得
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
指
定
範
囲
の
発
掘
調
査
と
平
行
し
て
順
次

出
土
品
の
保
存
処
理
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
駐
車
場

や
附
帯
施
設
の
整
備
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
出
土
品
の
展
示
や
映
像
で
遺
跡
を
紹
介
す
る

総
合
案
内
施
設
も
設
置
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
、
環
状
列

石
を
持
つ
北
東
北

３
県
及
び
北
海
道

の
遺
跡
と
と
も
に

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
登
録
に
向
け

て
動
き
始
め
た
伊

勢
堂
岱
遺
跡
。
６

月
に
は
青
森
市
で

登
録
を
め
ざ
し
て

連
携
を
進
め
る
た

め
の
推
進
会
議
が

開
催
さ
れ
、
再
び

注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
　 

MANABI NO HIROBA

古風な中に現代風な感覚も

合川公民館「刺し子講座受講生作品」ロビー展 

新たな気持ちで学習をスタート

森吉公民館「森吉大学」 

古文書解読で昔の生活を理解

中央公民館定期講座「古文書塾」 

連帯の強化と事業の拡大を確認

文化財保護団体連絡協議会総会 

英語本来の楽しさを

おとなの雰囲気あふれる英会話サークル 

　合川公民館では、

平成１８年度合川

公民館主催講座

「刺し子講座」を

受講された皆さん

の作品を４月から５

月にかけて１ヶ月間

展示したところ、市内外

からたくさんの人々が、鑑賞

に訪れました。 

　この講座は、菊地洋子さんを講師に１月から３月ま

での冬期間に開催されたものです。「刺し子」は、保温・

補強のため、布地に図柄を刺繍して縫い込んだのがは

じまりとされている手芸で、丁寧に施された美しい文

様が特徴です。 

　ロビーには、現代風にアレンジした手提げバックや

テーブルセンターなどが飾られ、訪れた人たちは

一針一針心を込めて縫われた、温もりと愛情が感

じられる作品に見入っていました。 

▼ 

　森吉大学の開講式が５月２１日、９５人の受講生

が参加し森吉公民館で行われました。佐々木邦夫学長、

長岐直介生涯学習課長のあいさつ、活動計画の説明

のあと、元天王町教育長の保坂廣治郎氏による講演

が行われました。 

　演題は「老いを愉しむ」。日々思いどおりに行か

ないことの方が多い中で、当たり前のことに感謝す

る心を持ち、他人と比べず自分のできることをする

ことが大切、と心の持ち方についてお話しされました。

講演の最後には、今話題の「千の風になって」を独

唱され、受講生から大きな拍手を受けていました。 

 中央公民館定期講座（古文書塾）が６月１２日、受講

生２８人の参加でスタートしました。 

　この講座では筆で書かれた近世の古文書を中心に、

当時の社会や生活の様子を学びながら古文書解読の

方法を学びます。 

　講師は、地域の歴史などを研究されている大館市

比内町在住の千葉克一氏。第一日目は、先生が自作

の資料で講座のポイントをわかりやすく説明。参加

した受講生は関心も高く、不明なところは講師へ質

問するなどして熱心に学習していました。 

　今後は課題を変えながら、色々な資料の解読にチ

ャレンジする予定です。 

　
現
代
風
な
感
覚
の
作
品
も
関
心
を

集
め
た
刺
し
子
作
品
の
ロ
ビ
ー
展 

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

▲ゲームなどを交えながら交流を楽しむ「英

会話サークル」。生の異文化を体験します 

▲新会長に鈴木健次郎氏を選出した北秋田

市文化財保護団体連絡協議会の総会 

　北秋田市文化財保護団体連絡協議会の総会が５月

２４日、中央公民館で開かれ、平成１８年度事業な

どが報告されたほか、決算が承認されました。 

　続いて、平成１９年度事業計画案について事務局

から説明があり、次に平成１９年度予算案が審議・

承認されました。 

　規約改正では、個人会員会費が１００円から３００

円に、旧町単位の地区割りが２千円から１万円に増

額されました。これは、収入を増やして各地区事業

の支援などに活用しようとするものです。 

　役員改選では新会長に鈴木健次郎氏が選出され、

副会長は岩谷利男氏、松岡美代治氏、福岡龍太郎氏

の３氏が再任となりました。 

　森吉公民館で毎週月曜日の午後５時から英会話サ

ークルが開かれています。毎回１０人前後が市内の

各地区から集まって英語での会話を楽しむ自主サー

クルですが、机の上に本を開いて勉強するといった

堅苦しいイメージはありません。ゲームやロールプ

レーイングを交えながらのフリートーキングは、翻

訳だけでは理解できない異文化を生で味わうことが

出来る機会となっています。 

　中心となっているのはＡＬＴ（英語指導助手）のロ

バートさんや、英会話に堪能な市民有志。 

　時には教室を離れ一緒に戸外に出たり、カラオケ

で英語の歌を歌ったり、レクリエーション活動を行

います。 

年
次
計
画
で
整
備
が
進
む
伊
勢
堂
岱
遺
跡

▼ 

　
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
度
の
学
習

が
ス
タ
ー
ト
し
た
森
吉
大
学 

▼ 

　
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
書
物
の
解

読
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
古
文
書
塾
」 

平成１９年度取得予定地の現地確認 

MANABI NO HIROBA

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
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MANABI NO HIROBA 国民健康保険税 国民健康保険税・検診日程 

 
 

９：００～１０：３０ 

９：００～１０：３０ 

１３：３０～１３：５０ 

１４：１０～１４：３０ 

１４：５０～１５：１０ 

１５：３０～１５：５０ 

１６：１０～１６：３０ 

９：００～１０：３０ 

１３：３０～１３：５０ 

１４：１０～１４：３０ 

１４：５０～１５：１０ 

１５：３０～１５：５０ 

１６：１０～１６：３０ 

９：００～１１：００ 

９：００～１１：００ 

９：００～１１：００ 

９：００～１１：００ 

９：００～１１：００ 

９：００～１１：００ 

９：００～１１：００ 

サテライトステーションさかえ 

栄生活改善センター 

田沢会館 

李岱会館 

岩坂（田村弘子様宅前） 

向黒沢会館 

高野尻会館 

南鷹巣会館 

田子ケ沢セリ集荷所 

小田会館 

深関会館 

相善会館 

黒沢生活改善センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

 

太田、高野尻 

摩当、田沢、李岱、大沢、岩坂、向黒沢 

 

 

 

 

 

南鷹巣、西陣場岱 

 

 

 

 

 

あけぼの町、舟見町、新舟見町 

東横町、宮前町、伊勢町 

大町、幸町、内幸町、平成町 

松葉町、材木町、掛泥向 

住吉町、米代町、旭町 

元町、花園町、下家下、西屋敷、柳中 

市内全域（未受診者全員対象） 

 

月　日 受付時間 会　場 対象地域（目安として） 

鷹巣地区成人検診（集団検診）日程表〜続き

■基本健康診査��胸部総合（結核＋肺がん）検診・大腸がん検診・前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診

胸部総合検診及び大腸がん検診の採便

容器回収のみ行います 

胸部総合検診及び大腸がん検診の採便

容器回収のみ行います 

８月１日（水） 

１０日（金） 

１７日（金） 

２０日（月） 

２１日（火） 

２２日（水） 

２４日（金） 

２７日（月） 

３日（金） 

６日（月） 

■胃がん検診�（胃部レントゲン撮影）日程

５：３０～６：３０ 

５：３０～６：３０ 

５：３０～６：３０ 

５：３０～５：５０ 

６：３０～６：５０ 

５：３０～６：３０ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

５：３０～７：００ 

掛泥交流センター 

サテライトステーションさかえ 

糠沢会館 

岩坂（田村弘子様宅前） 

栄生活改善センター 

前野会館 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

北秋田市保健センター 

 

掛泥 

太田、太田屋敷後 

岩谷、二本杉、大畑、糠沢、旭ヶ丘 

大沢、李岱、岩坂 

摩当、田沢 

前野、大堤、昭和 

松葉町、伊勢町、掛泥向 

住吉町、宮前町 

旭町、元町、下家下、西屋敷、柳中 

舟見町、新舟見町 

東横町、花園町 

あけぼの町 

大町、幸町、内幸町、平成町 

米代町、材木町 

市内全域（未受診者全員対象） 

 

月　日 受付時間 会　場 対象地域（目安として） 
８月１日（水） 

２日（木） 

３日（金） 

 

 

７日（火） 

８日（水） 

９日（木） 

１０日（金） 

１７日（金） 

２０日（月） 

２１日（火） 

２２日（水） 

２３日（木） 

２４日（金） 

 

６日（月） 

 

㈰所得割

㈪均等割

㈫平等割

課税限度額

９．２％

２２,０００円

（×加入者数)

２２,０００円

（１世帯)

５６万円

㈰所得割

㈪均等割

㈫平等割

課税限度額

２．２％

６,０００円

（×加入者数)

５,０００円

（１世帯)

９万円

医�療�分 介�護�分

第
５
期
＝
11
月
末 

第
６
期
＝
12
月
25
日 

第
７
期
＝
１
月
末 

第
８
期
＝
２
月
末 

■
国
保
の
税
率
等
と
算
定
方
式 

　
国
保
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
国
保
税
は
、

下
記
表
①
〜
③
項
目
の
３
方
式
で
算
定
し
、

１
年
間
の
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
医
療
分
と

介
護
分
（
40
歳
か
ら
64
歳
の
加
入
者
が
い
る

世
帯
の
み
）
を
合
算
し
た
も
の
が
、
国
保
税

と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
の

税
率
等
は
前
年
度
と
同
一
で
す
が
、
医
療
分

の
課
税
限
度
額
が
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。 

■
平
成
19
年
度
の
税
率
等 

　
平
成
19
年
度
の
国
保
税（
医
療
分
・
介
護
分)

の
税
率
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

①
所
得
割
／
世
帯（
加
入
者
全
員
）の
所
得
額

に
応
じ
て
計
算
。
②
均
等
割
／
加
入
者
数
に

応
じ
て
計
算
。（
人
数
割
）
③
平
等
割
／
１

世
帯
に
い
く
ら
と
計
算
。（
世
帯
割
） 

※
課
税
限
度
額
＝
１
世
帯
に
課
税
さ
れ
る
年

税
額
の
上
限
。 

■
国
保
税
の
納
め
方 

　
国
保
で
は
一
人
一
人
が
被
保
険
者
で
す
が
、

加
入
は
世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
世

帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
（
擬
制
世
帯

主
）
で
も
、
世
帯
に
一
人
で
も
国
保
加
入
者

が
い
れ
ば
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

に
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
世
帯
主
宛
に

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
近
く
の
金
融
機
関
や

市
役
所（
本
庁
及
び
各
支
所
・
出
張
所
）の
会

計
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
（
納
税
組
合
の

方
は
各
組
合
方
式
で
）。 

■
国
保
税
の
納
期
︵
期
別
＝
納
期
限
︶ 

　
第
１
期
＝
７
月
末 

　
第
２
期
＝
８
月
末 

　
第
３
期
＝
９
月
末 

　
第
４
期
＝
10
月
末 

■
国
保
税
の
軽
減 

▽
４
月
１
日
現
在
の
国
保
加
入
世
帯
の
世
帯

主
及
び
加
入
者
の
前
年
中
の
合
算
所
得
に
よ

り
判
定
し
ま
す
。 

▽
４
月
２
日
以
降
に
加
入
し
た
世
帯
や
世
帯 

主
の
変
更
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
点

の
加
入
者
の
前
年（
１

月
以
降
は
前
々
年
）

中
の
合
算
所
得
に
よ

り
判
定
し
ま
す
。 

▽
軽
減
割
合
は
、
下

記
の
判
定
基
準
に
従
っ

て
７
割
・
５
割
・
２

割
と
な
り
、
軽
減
額

は
医
療
分
、
介
護
分

そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
割
・

平
等
割
の
７
・
５
・

２
割
の
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。 

■
国
保
税
の
減
免
等 

　
災
害
や
疾
病
、
倒
産
に
よ
る
失
業
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
の
発
生
に
よ
る
著
し
い

収
入
減
少
、
ま
た
は
生
活
困
窮
状
態
で
、
納

期
限
の
延
長
や
猶
予
を
行
っ
て
も
、
な
お
担

税
力
が
な
い
（
国
保
税
を
納
付
す
る
と
生
活

が
困
難
と
な
る
状
況
）
と
認
め
ら
れ
る
と
一

時
的
な
救
済
措
置
と
し
て
国
保
税
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
納
期
限

前
７
日
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
、

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
険
課
及
び
各

支
所
国
保
窓
口
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

■
国
保
税
を
滞
納
す
る
と 

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
保

税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
保
険
証
の
有
効

期
限
が
短
く
な
っ
た
り
（
短
期
保
険
証
の
交

付
）
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
、
一
旦

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
被
保
険
者
資
格
証
明

書
の
交
付)

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
保
税
の
滞
納
は
国
保
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

国
保
加
入
者
全
体
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
税
が
困
難
な

と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に

分
割
納
付
な
ど
の
納
税
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。 

■
国
保
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で
！ 

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
国
保
税
は

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
、
一
度
手
続
き
を
す
る

と
翌
年
も
継
続
さ
れ
ま
す
。
納
期
ご

と
に
納
め
に
行
く
手
間
も
は
ぶ
け
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

▽
お
申
し
込
み
は
、
①
国
保
税
の
納

付
書 

②
預
金
通
帳 

③
通
帳
届
出
印 

を
お
持
ち
に
な
り
、
市
指
定
金
融
機

関(

市
内
は
全
部
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
■
問
い
合
わ
せ 

　
▽
保

険

課 

�

62-

１
１
１
７ 

　
▽
合
川
支
所 

�

78-

２
１
１
３ 

　
▽
森
吉
支
所 

�

72-

３
１
１
５ 

　
▽
阿
仁
支
所 

� 
82-

２
１
１
３ 

 

３３,０００円以下の場合

世帯主及び国保加入者の前年度中の合算所得 軽減割合

７割

５割

２割

世帯主を除く加入者数×
２４５,０００円＋３３０,０００円以下の場合

加入者数×
３５０,０００円＋３３０,０００円以下の場合

国
保
・
検
診

国
保
・
検
診

▽平成19年度の国保税（医療分・介護分）の税率等 

（問）北秋田市保健センター  �６２－６６６６ 
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健　　康 

母子健康手帳交付 
時　間　９：３０～１２：００ 

日　程　北秋田市保健センター　毎週月曜日（第５週は除く) 

　　　　森吉支所　　　　　　　毎週火曜日（第５週は除く)

　　　　合川保健センター　　　毎週水曜日　 

　　　　阿仁支所　　　　　　　毎週木曜日　　 

※記入用紙があり手続き終了まで30～40分かかります。

余裕をもっておいでください。 

健康相談 
時　間　９：３０～１１：３０ 

日　程　北秋田市保健センター　11日（水） 

　　　　合川保健センター　　　２日（月） 

　　　　森吉保健センター　　　20日（金） 

　　　　阿仁支所　　　　　　　12日（木）　　 

内　容　健康相談、血圧測定等 

持ち物　健康手帳（ない方は相談時にお渡しします） 

精神保健相談・老人精神保健相談及びアルコール健康相談（要予約) 
期　　日　７月19日（木） 

場　　所　鷹巣阿仁福祉環境部２階相談室 

受付時間　15:00～16:00　相談時間　15:00～17:00 

相談医師　保健所嘱託医  

申込み先　鷹巣阿仁福祉環境部　６２－１１６５ 

マタニティ講座（中期） 
日　程　７月20日（金）　森吉保健センター 

　　　　７月27日（金）　北秋田市保健センター 

　　　　※森吉会場の参加が２組以下の場合は鷹巣会場のみとなります 

時　間　１８：００～２０：００ 

対　象　10月～12月出産予定の方及びその家族 

内　容　妊婦体験、ビデオ学習、調理実習（栄養学習) 

持　参　母子健康手帳、筆記用具、エプロン 

締　切　１週間前までに北秋田市保健センターへ申し

　　　　込みください。　�６２－６６６６ 

◎お問い合わせ 
　北秋田市保健センター　�６２－６６６６ 

鷹 巣 高 校  
鷹 巣 社 会 保 険 事 務 所  
北 秋 中 央 病 院  

10：00～12：00 
13：30～14：50 
15：00～16：30 

７月11日（水）全血 

サークル名 

キッズ・パーク 

めだか教室 

みんなおいで

ふれあい広場 

 

親子教室 

日にち 

20日 

４日 

第３火曜日 

13日 

26日 

５日 

会　場 

北秋田市保健センター 

米内沢保育園 

森吉地区保育園 

合川保健センター

　　 〃 

大阿仁保育園 

内　容 

親子遊び・誕生会 

一日保育園児体験

園開放 

お山の探検 

公園で水遊び 

園庭で遊ぼう 

子育てサークル 

心の健康講座開催 
日　時　７月26日（木）　１３：３０～１５：３０ 

場　所　阿仁ふるさと文化センター 

内　容　ふれあい相談員研修開講式と講演 

講　演　弾き語り講演　佐藤貞勝氏　 

      　 「時の間（はざま）で！」～やさしさにふれあうひととき～ 

締　切　７月13日（金） 

　　　　※バス送迎あります。時間は下記まで。 

申込み・お問い合わせ　 

　　　　北秋田市保健センター　�６２－６６６６ 

自殺予防無料相談～ひとりで悩まないで～ 
　自殺予防のフリーダイヤルを開設しています。「い

のちの電話」の相談員が対応します。 

期　間　７月１日（日）～７月31日 

時　間　１２：００～１８：００ 

フリーダイヤル　０１２０－７３５２５６ 

◎お問い合わせ　 

　　県健康推進課　�０１８－８６０－１４２３ 

―　健康づくり標語　― 

　生き生きと　こぼれる笑顔の北秋田

（村上美保子氏） 

むし歯のない子（３歳児健診）鷹巣会場 

堀部ももか 

金澤ひろむ

野崎しずく 

山 田 み ほ  

児玉あんな

平 野 な ち  

近 藤 ま お  

宮野なおと 

成田ふうか 

戸澤ゆうと 

簾内ゆきな 

千葉えいた 

藤田ゆうが 

馬淵げんと 

平 塚 る い  

北中家下 

宮 前 町  

松 葉 町  

七 日 市  

大 野 尻  

伊 勢 町  

中 屋 敷  

前 野  

深 関  

脇 神  

今 泉  

伊 勢 町  

前 野  

材 木 町  

東 中 岱  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

公 民 館 

文化会館 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【７月のロビー展】　高鷹大学ちぎり絵クラブ 

７・１（日） 第９回思い出の歌喫茶ひまわり  

  14:00～16:00 

　　７（土）・８（日） いけばな松生派北秋田支部展 

  9:30～17:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】　あじさいグループ（～７日） 

７・８（日） 七宝焼き講座 13:00～16:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

【サロン展】　清月会（１日～31日） 

７・６（火） 森吉大学移動研修 10:00～16:00 

　　18（水）～20（金）パソコン教室 13:30～15:30 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

【ロビー展】　保育園児の図画展 

７・13（金） 囲碁同好会 13:00～15:00 

　　24（火） 阿仁婦人会すこやか交流会 10:00～12:00

スポーツ 
７・１（日） 県民体育大会フェンシング競技 

  合川体育館 

　　１（日）・７（土）・８（日）大館北秋田小学校二区野球 

 大会（８日は予備日） 中央公園野球場 

　　７（土） 阿仁ウォーキング ふるさと文化センター 

　　７（土）～ 8（日） 成田杯ミニバスケットボール大会 

  合川体育館 

　　８（日） 天皇杯北秋田予選（野球） 森吉球場 

　　10（火） 第31回壮年ソフトボール大会 

  河川野球・ソフトボール場 

　　11（水）～12（木） チーム対抗卓球大会 鷹巣体育館 

　　15（日） 第62回天皇杯大・鹿・北ブロック予選（野球) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　中央公園野球場 

　　21（土）～23（月） JＡ学童野球大会予選 森吉球場 

　　22（日） 第53回鷹巣地区職場野球大会 

  中央公園野球場 

　　22（日） 第７回一般男子ソフトボール選手権大会 

  河川野球・ソフトボール場 

　　28（土）～29（日）北秋田市・北秋田郡中学校新人バ 

 スケットボール大会兼合川招待小・中学校 

 バスケットボール大会 合川体育館 

　　29（日） 第30回東日本北秋田予選（野球） 

  中央公園野球場 

　　29（日） 第７回一般男子ソフトボール選手権大会 

  河川野球・ソフトボール場 

初心者ゴルフ教室～北秋田市ゴルフ協会～ 
日　時　７月14日（土） １３：３０～１５：００ 

場　所　秋田北空港クラシックゴルフ倶楽部　練習場 

指導者　古田弘道氏（全日本ゴルフ練習場連盟インストラクター) 

　　　　北秋田市ゴルフ協会会員 

参加費　１,０００円　　 

定　員　15名　　　　　　　　※貸しクラブあり 

◎お問い合わせ　 

　　秋田北空港クラシックＧＣ　�７２－５５１１ 

パークゴルフ交流大会「市議長杯」開催 
期　日　　７月15日（日） 小雨決行 

競技開始　９：００（プレー36Ｈ） 

場　所　　北欧の杜公園パークゴルフ場 

会　費　　１,０００円 

締　切　　７月８日（日）　正午まで 

◎お問い合わせ　 

　　北欧の杜公園パークセンター　�７８－３３００ 

７・１（日） 日本民謡協会　秋田県連合大会 

　　　　　　　入場料１,０００円（前売）  9:30～ 

　　15（日） 大正琴の集い 13:30～ 

　　19（木） わが街の楽しい演奏会ワンコインコンサート 

　　　　　　　入場料５００円 18:30～ 

　　21（土） おはなしででこい 14:00～ 

阿仁のゴンドラで行く森吉山紀行 

 

 

時間は１０：００～１１：３０（キッズパークは１１：４０まで） 

期　間　６月２日（土）～８月19日（日） 

　　　　９月１日（土）～10月28日（日） 

　　　　※９月の平日は運休となります。 

時　間　ゴンドラ営業時間　９：００～１６：００ 

　　　　（上り最終乗車１５：００　下り最終乗車１６：００） 

　　　　　レストラン売店営業時間　９：００～１６：００ 

料　金　 

 

 

 

 

 

 

※前号で間違いがありましたので再掲します。 

大　人 

１,２００円 

１,８００円 

１,６５０円 

１,５００円 

１,５００円 

１,５００円 

小学生 

５００円 

８００円 

７５０円 

７００円 

７００円 

７００円 

備　　考 

 

 

15 名 以 上 

31 名 以 上 

北秋田市民限定 

北秋田市宿泊者限定 

 

片 道  

往 復  

往復（団体Ａ) 

往復（団体Ｂ) 

市 民 割 引  

宿 泊 パ ッ ク  
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お知らせ 
ごみ袋の代用期間が終了します 
　７月から新しいごみ袋が店頭販売されます。これに

伴って、可燃ごみ袋への代用期間は終了いたします。 

　ただし現在お使いのごみ袋は、当分の間引き続き使

用することが出来ます。また小売店の方が、新しいご

み袋の販売を希望される場合は、下記の業者にお問い

合わせください。 

㈱秋北文具　�62-1237　　鷹巣町農業協同組合　�63-1230 

㈱しばた　　�72-4022　　㈱タクト　　    　�62-6633 

◎お問い合わせ 生活環境課　�６２－１１１０ 

厚生労働省労働関係団体助成金説明会 
期　日　７月27日（金）　定　員　40名 

場　所　秋田職業能力開発短期大学校（大館市） 

内　容　１３：１５～１６：００　助成金全体説明会 

　　　　　１４：００～１６：３０　助成金個別相談会 

申し込み・お問い合わせ 

　雇用・能力開発機構秋田センター  �０１８－８７３－８０３５ 

不動産取得申告書の提出について 
　土地や建物を取得した方は、取得した日から60日以

内に不動産取得申告書を提出することになっています。 

　なお、一定の要件にあてはまる住宅を取得した場合

や特例適用住宅用の宅地を取得した場合には、必要書

類を添えて申告していただくことにより、不動産取得

税が軽減されます。 

◎お問い合わせ 

　北秋田地域振興局県税部　�０１８６－４９－２２１１ 

お知らせ 
職員採用試験 ～秋田県国民健康保険団体連合会～ 
受験資格　昭和57年４月２日から平成２年４月１日まで

　　　　　に生まれたもので高校卒又は平成20年３月

　　　　　卒業見込みの者 

受付期間　７月26日（木）～８月17日（金） 

試 験 日　９月16日（金）　　試験会場　秋田大学　 

◎お問い合わせ　　 

　秋田県国民健康保険団体連合会  �０１８－８６２－６８６４ 

公立米内沢総合病院～各科の診察日～ 
各科の診察日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

※各科の受付時間等は下記にお問い合わせください。 

※内視鏡検査の専門医が不在のため、大腸がん精密検査を実施できません。 

※第２土曜日・第４土曜日は休みです。 

◎お問い合わせ　公立米内沢総合病院  �７２－４５０１ 

お知らせ 
パソコン教室（エクセル初級） 
日　時　７月18日（水）～20日（金）１３：３０～１５：３０ 

場　所　森吉コミュニティセンター　 

講　師　森吉公民館職員 

内　容　エクセルを使った簡単な表作成や表計算 

対　象　文字入力、マウス操作ができ、エクセル初心者の方 

参加費　無料 

定　員　11人 

持ち物　筆記用具、メモ用紙等 

◎申し込み・お問い合わせ　　 

　　　　森吉コミュニティセンター　�７２－３２５９ 

無料法律相談 
日　時　７月11日（水）１３：００～１５：００（１人３０分) 

場　所　北秋田地域振興局　３階第１会議室 

定　員　４人　※予約必要（託児あり） 

対　象　夫婦・相続・不動産等について法的な解決を

　　　　必要とする方 

◎申し込み・お問い合わせ　　 

　県中央男女共同参画センター �０１８－８３６－７８４６ 

防衛省・自衛官等採用説明会開催 
日　時　７月７日（土）１３：００～１４：３０ 

場　所　北秋田市中央公民館　３階 

※予約は要りません。誰でも入退場は自由です。 

◎お問い合わせ　自衛隊秋田地方協力本部大館出張所  

　　　　　　　　　　　　�０１８６－４２－１３９８ 

創業チャレンジセミナー 
日　時　７月21日（土）　１３：３０～１６：００ 

場　所　秋田県青少年交流センター（ユースパル） 

参加料　無料　　　　　　定　員　40名　　　　 

内　容　企業組合を活用した県内外の創業の成功事例

　　　　の紹介や、創業関連施策、企業組合の概要等 

締　切　７月17日（火） 

◎申し込み・お問い合わせ　 

　県中小企業団体中央会　�０１８－８６３－８７０１ 

｢内陸線おばけやしき」アルバイト募集！ 
期　間　７月26日（木）～８月５日（木） 

時　間　９：００～１７：００ 

場　所　内陸線阿仁合駅前倉庫 

対　象　高校生以上 

人　数　１０名程　　　日　給　５,０００円 

◎申し込み・お問い合わせ　 

　内陸線再生支援協議会（阿仁支所内）�８２－２１１１ 

お知らせ 
ひとり親家庭の調理師試験対応講習会 
日　程　７月30日（月）、８月１日（水）、３日（金） 

　　　　９：００～１７：００ 

場　所　大館市総合福祉センター 

対象者　ひとり親家庭の父、母、寡婦 

定　員　20名　 

受講料　無料（但し、テキスト代概ね1,500円が自己負担) 

締　切　７月20日（金） 

◎お問い合わせ　福祉事務所福祉課　�６２－１１１３ 

保育園開放日 
　入園前の子どもを対象に保育園を開放します。 

【鷹巣地区】　７月11・25日　※毎月第２・４水曜日 

　　場　所　鷹巣中央保育園 

【合川地区】　７月５・19日　※毎月第１・３木曜日 

　　場　所　あいかわ保育園  

【森吉地区】　７月17日　　　※毎月第３火曜日 

　　場　所　米内沢保育園、前田保育園、浦田保育園 

【阿仁地区】　７月５日（木） 

　　場　所　大阿仁保育園 

◎お問い合わせ　福祉事務所福祉課　�６２－１１１３ 

木造住宅の耐震診断改修無料相談会 
日　時　７月８日（日）　１０：００～１６：００ 

場　所　イオンスーパーセンター大館店（食品売場入口) 

※家の間取りがわかる図面等をお持ちください。 

◎お問い合わせ　 

　県建設交通部建築住宅課　�０１８－８６０－２５６５ 

緊急地震速報をご存知ですか？ 
　地震からあなたを守る新しい情報です。気象庁では、

今年９月頃に国民の皆様へ緊急地震速報を提供できる

よう準備を進めています。 

◎お問い合わせ　 

　　　　秋田地方気象台　�０１８－８６４－３９５５ 

第57回「社会を明るくする運動」 
　運動の一環として集会及び街頭パレートを行います。 

日　時　７月12日（木）　１５：００～ 

場　所　北秋田市文化会館前駐車場 

※雨天の場合はパレードは中止、ホールで集会を行います。 

◎お問い合わせ　福祉事務所福祉課　�６２－１１１３ 

「あきたファミリー」とは 

　　秋田県に来る留学生は、それぞれ自分なりの目的を持って来日しています。「あきたファミリー」は、

　留学生を気軽に家庭に呼んでひとときを共にしたり、会えないときは電話で話したりと、留学生にエール

　を送りながら自由に交流していただく活動です。留学生はもちろん、ホストファミリーの皆さまにも、こ

　の交流を通じて国際理解を深めていただくことを目的としています。 

　具体的には・・・ 

　　①ホームビジット（日帰りや宿泊を伴う家庭訪問）を基本に交流します。 

　　②留学生と、家族の一員、友人として交流します。　　③基本的に日本語で交流します。 

　　④交流に際して発生する費用は、基本的にホストファミリーの負担となります。 

　　⑤困ったことがあった場合は、当協会や大学が相談に応じます。 

応募条件 

　　○無償で協力してくれる家庭　 ○単身でない方 　○留学生の居住地まで送迎してださる方 

募集締切　　７月31日（火）　 

◎お問い合わせ　　秋田県国際交流協会　 �０１８－８６４－１１８１ 

「あきたファミリー」を募集します

　　　 診　療　科 

内　科 

小児科 

アレルギー科（漢方専門外来） 

麻酔科（ペインクリニック） 

外　科 

精神科神経科（初診は予約制です） 

整形外科 

循環器科 

脳神経外科 

泌尿器科 

眼　科 

耳鼻咽喉科 

婦人科 

　　　 診　察　日 

月～土 

月～土 

月～金 

火・金 

水（午後） 

月（午前）、水（午後）、金（午前） 

月（午前）、木（午後）、金（午前） 

休診 

火・水（両日午前） 

木（午前） 

月・木（両日午前） 

火・土（両日午前） 

火・金（両日午前） 

平成20年春季開催 

 第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 植樹祭シンボルマーク 

森
っ
ち 
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６月１日～15日届出分 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

富樫　汰珠 

小 塚 　 愛   

簾内　凱斗 

工藤　月偉 

杉渕　和稀 

柴田　笑太 

市川　吏琥 

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )

深 関  

堂 ヶ 岱  

元 町  

林 岱  

中 道 岱  

松 栄  

本城御獄 

長男 

三女 

長男 

二男 

長女 

二男 

長男 

順 

公人 

健志 

智明 

忠美 

亨 

博規 

 綾奈  

麻紀 

由美 

美和 

祐子 

美雪 

るみ子 

だいじゅ  

あい  

か い と   

る   い    

か ず き   

しょうた   

り   く    

 

 

 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。
 

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。
 

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。
 

（午後６：３０～９：００） 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

曜 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

電話番号 

62－1155 

62－1267 

62－1455 

62－1400 

69－5300 

62－2261 

63－0515 

62－1420 

63－2700 

60－1055 

62－2882 

62－1101 

62－1455 

63－0105 

72－4501 

62－1455 

医 療 機 関 名  

近 藤 医 院  

と し ま 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

毛利整形外科クリニック 

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

佐藤外科消化器科医院 

たむら内科クリニック 

う え だ クリニック  

藤 原 医 院  

盛 岡 外 科 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

佐々木産婦人科医院 

公立米内沢総合病院 

北 秋 中 央 病 院  

人のうごき

おくやみ申し上げます 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

81 

66 

94 

66 

78 

54

け  ん  じ 

          

だ いしろう  

          

          

よしなお 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

（　歳） 

野 呂 健 二   

佐藤ヒサ子  

花田大四郎  

津 谷 シ メ   

五十嵐ヒロ子  

奈良田善直  

泉 清  

佐 藤 吉 治   

木村榮太郎  

佐 藤 タ ネ   

飯 坂 康 夫   

野村フジヱ

庄 司 文 一   

庄司フジノ  

鈴 木 勇 治   

加賀アサヱ  

石 田 モ ト   

細井又右エ門  

　 堰 鐵 彌   

加賀谷藤雄 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

56 

80 

84 

94 

79 

85 

83 

88 

69 

86 

95 

96 

89 

81

坊沢緑ヶ丘 

小 田    

南鷹巣    

深 関    

あけぼの町 

綴子上町 

藤 株  

木戸石  

梅 栄  

日 栄  

新 丁  

神 成   

桂 坂   

神 成   

陣場岱   

桂 瀬     

阿仁水無  

阿仁笑内  

阿仁戸鳥内 

阿仁戸鳥内 

きよし  

き  ち  じ    

え い た ろ う   

      

や  す  お    

 

ぶ ん い ち  

  

ゆ  う  じ    

 

      

ま た え も ん   

て  つ  や    

ふ じ お   

お知らせ 
市長と気軽にトークしてみませんか 

　当市は合併して３年目になります。若い方で日頃感

じていること例えば、「こんな市にしたい」「こうだ

ったらいいのになぁ」等、何でも気軽に市長と話して

みませんか。 

日　　時　７月31日（火）　１８：００～ 

場　　所　北秋田市役所　第１会議室 

対　　象　概ね40歳未満の市民の方 

応募期間　７月２日（月）～７月18日（水） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　　　総合政策課　�６２－６６０６ 

太平湖から小又峡の甌穴を訪ねる自然観察会 

日　　時　７月８日（日）　１０：００～１５：００ 

集合場所　太平湖グリーンハウス前 

参 加 費　遊覧船料金大人１，０００円　小人５００円と 

　　　　　傷害保険料１００円 

対　　象　往復２時間程のトレッキングが可能な方 

持　　参　トレッキングに適した服装で雨具、昼食、

　　　　　飲物は各自持参 

定　　員　30名（申込多数の場合は抽選とします） 

申込期限　７月４日（水） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　環境省秋田自然保護官事務所 �０１８－８６７－８５８８ 

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　　  �７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００　※鷹巣図書館のみ 

ひまわりの家　　　　　　�７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

４、１１、１５、１６、１８、２５日 

１、７、８、１４、１５、１６、２１、２２、２８、２９日 

２、９、１７、２３、３０日 

北秋田市３商工会商品券発行〜１割お得です〜 
特　　典　商品券を９００円で購入し、１，０００円分   

　　　　　のお買い物ができます。 

発行期間　７月２日(月) ～10月31日（水） 

使用期間　７月２日(月) ～10月31日（水） 

利用範囲　各商工会で発行された当該地区の取扱加盟店に限る 

購入限度　１人額面10万円まで 

販売場所　鷹巣・阿仁森吉・合川町商工会及び指定販売所 

販売時間　９：００～１７：３０ 

◎お問い合わせ　鷹巣町商工会　　�６２－１８５０ 

　　　　　　　　阿仁森吉商工会　�７２－３１４９　 

　　　　　　　　合川町商工会　　�７８－２３４６ 

鷹巣西駐在所の改築について 
　この度、鷹巣西駐在所（旧坊沢駐在所）の老朽化に伴

い、改築されることになりました。 

　改築の期間は平成19年８月中旬から12月下旬までの

予定です。この間、鷹巣西駐在所の事務室は、北秋田

警察署内に移転になりますので、坊沢、綴子、前山、

黒沢、今泉地区の地域の方々にはご迷惑をおかけする

ことがあると思いますが、ご理解の程よろしくお願い

します。 

　なお、改築される鷹巣西駐在所の場所は現在と同じ

場所になります。 

◎お問い合わせ　北秋田警察署地域課　�６２－１２４５ 

桜 井 裕 士  

方波見 裕 美 

ひ  ろ  し  

ひ ろ み  

 

　さん 

　さん 

米内沢駅前  

新 町  （ 
松 岡 浩 規  

生田島　千 晶 

ひ   ろ   き 

ち   あ   き 

　さん 

　さん 

米内沢駅前 

米内沢大町 （ 

菅 生 幸 輝  

荒 川 樹 里  

こ   う   き  

じ   ゅ   り 

　さん 

　さん 

上小阿仁村 

阿仁銀山 （ 

お知らせ 

今月の休館日  

　次の日程で受給者証の更新を行います。更新が必

要な方には、７月中旬に「福祉医療受給者証交付（更

新）申請書」をお送りしますので、必要事項をご記入、

ご捺印の上、手続きにおいでください。 

　また、準備の都合により指定された会場以外では

更新できません。 

●交付に必要なもの 

・後日送付する申請書　　　・保険証 

・印　鑑（申請書に押した場合は不要） 

・お持ちの福祉医療費受給者証 

・身体障害者手帳・療育手帳（手帳交付を受けてい

　る方のみ） 

◎ お問い合わせ　　保険課及び各支所市民福祉課 

福祉医療受給者証が更新になります 

地　　区 場　　所 日　　時 

鷹 巣 地 区  

合 川 地 区  

米内沢地区 

前 田 地 区  

大阿仁地区 

阿仁合地区 

保 健 課  

�62-1117

合川支所

�78-2113 

森吉支所

�72-3115

前田出張所 

�75-2111 

大阿仁出張所

�84-2311

阿仁支所

�82-2113

７月28日（土) 

９：００～１７：００ 

７月26日（木) 

９：００～１７：００ 

７月26日（木) 

９：００～１７：００ 

７月25日（水) 

９：００～１４：００ 

７月26日（木) 

９：００～１４：００ 

７月27日（金) 

９：００～１７：００ 

税 の納期限 

７月31日まで 

国民健康保険税 第１期 
 固 定 資 産 税 第２期 
 

金 田 勇 紀  

佐 藤 明 子  

た け の り  

あ   き   こ  

 

　さん 

　さん 

合川摩当  

川 井  （ 

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

６月～９月の間月・火・木・金が１８：００まで 

※上記の日程に都合がつかない場合は、後日本庁及び各支所 

　（※前田・大阿仁出張所では行いません）で手続きを行って 

　ください。 
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あじさいまつり 
会場会場 
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川井 

●
合
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南
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翠雲公園 

至７号線 

至阿仁 

至
二
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井 あじさいまつり 

会場 

　 

第１６回北秋田市

米代川花火大会米代川花火大会

駐車場 花火大会会場 

⇒ 一方通行区間 

▼ 

車
両 

▼ 

歩
行
者 ⇒ 

鷹
巣
橋 

▼ 

▲  
▲ 

帰り 堤防通路 

★＝花火打ち上げ場所 

▼ 

米代川 

堤防通路 

会場付近
案内図 会

場
内
の
駐
車
場
は
混
み
合
い
ま
す
の

で
、お
車
で
お
越
し
の
際
は
、地
域
振
興
局
、

鷹
巣
体
育
館
な
ど
お
近
く
の
駐
車
場
を

利
用
さ
れ
、で
き
る
だ
け
徒
歩
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

お願い

１４７ （土）１４７ （土）

■プログラム

■お問い合わせ　北秋田市米代川花火大会実行委員会
（北秋田市宮前町４−１５　市役所分庁舎内）
�０８０−１８３５−６１８４

　１９：００〜�開会セレモニー

　１９：３０〜�花火打ち上げ

※交通規制　１７：００〜２２：００

7月22日（日） 会場：翠雲公園（三木田） 

合川あじさいまつり 第15回 

 9:30～ 9:40 
 9:40～10:00 
10:00～10:50 
10:30～13:00 
11:00～11:30 
11:30～　 
11:30～12:00 
12:00～13:00 
13:00～13:50 
13:50～14:10 
14:10～14:30 
 9:30～14:30

開会セレモニー 
まとび学園太鼓 
歌謡ショー① 
あいかわ保育園児による野点 
さいころゲーム 
あじさい流しそうめん 
フリーキックゲーム① 
鷹巣祇園太鼓振興会ほか 
歌謡ショー② 
フリーキックゲーム② 
ウルトラマネーゲーム 
出店 

時　間 内　　　容 

すいうん 

プログラムプログラム プログラム 

工
事
中

工
事
中 

工
事
中 

北秋田の夏を彩る
光と音の饗宴

太鼓と花火のジョイント!!

北秋田の夏を彩る
光と音の饗宴

太鼓と花火のジョイント!!

▼
▼

小雨決行�※中止の場合、翌日開催

P★ 

★ 

流しそうめん流しそうめん 流しそうめん 
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